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令和２年度 第２回学校評価アンケート集計結果 
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1 自分から遊びを見つけて，夢中になって遊んでいる。 A80%・B19％・C1％ 

2 感じたり思ったりしたことを有りのままに言葉や身体を使って伝えようとしている。 A65％・B34％・C1％ 

3 身近な生き物や植物などに興味を持ち大切にしている。 A64％・B35％・C1％ 

4 友達を大切にしている。 A67％・B32％・C1％ 

5 友達と一緒に遊ぶことを楽しんでいる。 A78％・B21％・C1％ 

6 自分なりに試したり工夫したりして，あきらめずにがんばっている。 A50％・B49％・C1％ 
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7 新型コロナ感染症対策をしっかりとっている。 A78％・B22％ 

8 時期や子どもの活動に適した環境を工夫して保育をしている。 A85％・B14％・C1％ 

9 保護者や地域・学校や関係機関との連携を大切にして教育活動を進めている。 A72％・B27％・C1％ 

10 子どもの日頃の様子や園の様子をわかりやすく保護者に伝えている。 A75％・B25％ 

11 子どもの思いや保護者の思いに寄り添っている。 A75％・B24％・C1％ 

12 子どもが有りのままの思いを出せるよう支え，一人一人を大切にしている。 A78％・B22％ 
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13 子どもとの会話やコミュニケーションを大切にしている。 A65％・B34％・C1％ 

14 食事のマナーや偏食など，食生活・食育について考えている。 A52％・B47％・C1％ 

15 家庭で読書ノートなどを活用して，読み聞かせをしたり，一緒に絵本を読んだりしている。 A75％・B24％・C2％ 

16 家庭では充分な睡眠や栄養，バランスの取れた食事と新型コロナ感染症対策等の健康管理に気を配っている。 A52％・B47％・C1％ 

17 自分のことは自分でできるように促している。 A45％・B44％・C1％ 

【令和2年度学校評価アンケート集計結果をご報告し分析させていただきます。】 大項目『子どもの様子』では，項目1が高 

い数値になっています。これは本園が目指すこども像の合致するところで，大変望ましい姿であると思われます。項目4に 

関しては，ほぼ当てはまる以上の結果が出ていますが，目指すところはAであってほしいと考えます。幼少期特に幼稚園で 

は，初めての集団生活を体験し自我が目覚め，集団生活の中で友達ができより良い人間関係づくりの基礎を培うところです。 

その為，この段階でどのようにすれば友達と良好な関係が築けるかの基礎を学んでほしいと考えます。項目 5に関しては， 

Aの数値が高くこれは大変望ましいことだと考えます。大項目『幼稚園の取組』では新型コロナ対策に関してB以上の評価 

をいただいています。これは一重にご家庭のご協力やご理解の賜物と感謝しております。幸いに本園におきましては，現在 

のところ大事に至るような状況はありませんでしたので，この取り組みを継続して進め，その中でも対策を取りつつ，様  々

な行事や体験活動を充実していきたいと考えております。今後もご理解ご協力をよろしくお願いいたします。項目 9に関し 

ましては，今年度十分な取り組みができたとは思っていません。今後は園内イントラの整備も進む中で，リモートによる交 

流や遠隔体験を進めて，以前よりも密度の高い取り組みを進めていきたいと考えています。項目11に関しては，今年度保 

護者の皆様には大変お辛い思いをされた事を心からお詫び申し上げます。以前なら当然できたことがコロナ対策の取組の中 

で，園児たちの様々な大切にしたい経験や，お子達の成長を楽しみにされていた保護者の皆様の期待に十分お応えすること 

ができなかった事を大変心苦しく思っています。大項目『家庭では』におきましては，項目13をB以上の結果をいただい 

たことに，感謝申し上げます。この取り組みをご家庭で実践されていることが大変望ましい事であると思います。また，項 

目15や16に関しましてもほぼB以上の結果であることに，ご家庭での日頃のご努力に感謝申し上げます。特に幼児期に 

大変重要な事柄として園としても日頃より提唱しています。その事にご協力いただき実践していただいていることがこの数 

値から見て取ることができます。これは各ご家庭のご努力以外の何物でもありません。子ども達にとって素晴らしい家庭学 

習の基礎だと考えます。是非これらの取り組みを今も継続していただけますようよろしくお願い申し上げます。この1年は， 

保護者の皆様にも，私たち教職員にとっても大変辛い厳しい1年でした。令和3年度はウイズコロナの考えを基本として， 

これまで同様様々な実体験から遊びを通して学ぶ保育を実践していきたいと考えます。どうぞ今後とも上賀茂幼稚園の教育 

活動にご理解ご協力をよろしくお願い申し上げます。 


